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【研究の背景・目的】 

手話は、聴覚障害者のコミュニケーション手段の
一つであり、音声言語とは異なる文法体系をもつ独
立した対話型の自然言語である。 
日本語の音声や言語データは、国立情報学研究所

において、音声資源コンソーシアム(SRC: Speech 
Resources Consortium) が設立され、日本語の研究
の発展に寄与している。しかし、音声言語と比較し
て手話研究は、言語学的にも工学的にも格段に遅れ
ているといって過言ではない。原因の一つとして、
手話研究において、言語資料の収集方法が定まって
いないこと、研究者が共通で利用でき議論の土台と
なる手話言語データベースが存在しないことがある。 
本研究では、多用途型日本手話データベースを構

築するための方法論の検討、そして、データベース
の構築を目的とする。開発を目指す多用途手話デー
タベースは、言語学はもとより、工学、認知科学な
ど学際的な分野での利用を想定した、手話の語彙と
文章から構成する。さらに、本研究では、収録した
手話のデータの分析を支援するアノテーションシス
テムの開発も目指す。 
 

【研究の方法】 
本研究は、研究者が共通に利用し議論の基礎にす

ることが可能な、データベースの構築を 4 つの課題
を通して行う。 
・課題 1:言語資料収集では、言語学、工学などの学
際分野で利用可能なデータとするため、収録する手
話の語彙、手話文、言語資料提供者などについて検
討を行う。 
・課題 2:言語資料収録では、専門分野ごとの手話の
入力形式、収録の時間ならびに空間解像度、保存デ
ータ形式、保存方法などについて検討する。想定す
る入力形式は、3 次元動作データ、多視点カメラ画像、
距離画像である。一部の収録語彙では、弁別的特徴
の分析のため、これら 3 種類のデータの同期収録を
試みる。尚、3 次元動作データは、世界最高精度の光
学式モーションキャプチャによって収録する。 
・課題 3:多用途データベース構築では、様々な入力
形態の同一データをどのように構造化して、実際の
研究に利用可能なデータベースをどのように構築す
るかを検討する。 
・共通課題として、データベースが効率的に機能す
るためには、各形式のデータが有機的に関連してい
ることが重要である。この課題は、3 種類の多用途デ
ータ間の新たなアノテーション方式の開発を行う。

図 1 に、開発中の多用途データのアノテーション支
援システムを示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【期待される成果と意義】 
本研究では、様々な時間、空間解像度、質の異な

る入力媒体からなるデータを同期された多次元的な
手話データベースの構築方法の提案と開発である。
この方法論が提案できれば、国立学情報研究所の音
声資源コンソーシアムへ手話言語資料の登録も可能
となる。登録ができれば、様々な領域へ研究者の望
む言語資料が提供可能となり、日本の手話研究の発
展に大きな貢献となり得ると共に、新たな研究方法
の発見など、その有用性は計り知れない。 

本研究成果により、手話母語者に対する新たな情
報保障の確立などQOLの向上に大きく寄与できる。 
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図 1 多用途データのアノテーション支援システム 


